
おわりに 

 

３月に入り卒業式の練習が行われている。 

小学部６年間。中学部３年間。高等部３年間。 

それぞれの学部の集大成である。  

 

子ども達の成長を感じるときでもあり、教師が今までを振り返るときでもある。 

    

「振り返り」と授業作りは本校では欠かせないものになっている。 

 

毎日の「振り返り」の中で、教師は「子ども達に何を教えたのか。」だけではなく、「子

ども達がどのように学んだのか。」に重点を置き、指導の在り方や関わり方の確認を継続

して実施している。 

 

つまり、子ども達が身に付けた力を実社会や実生活の中でそれらを活用していく。また、

その中で子ども達自身が新たな課題を見つけ解決できる力を養うことが必要となる。 

  

  その結果、子ども達の生活がより豊かなものになっていくと私は信じている。 
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